












【要約】高校生の家族のアンケート調査から家族の性・年齢別生活習慣病既往割合を算出

し、さらに性・年齢の既往割合への影響をロジスティック解析で求めたところ無視できな

い大きさであり、性・年齢の制御の必要性が示された。また 1年間隔の二度の家族歴調査

の再現性を検討したところ、回答の不一致割合は高血圧、高脂血症では 5～6%だったが、

虚血性心疾患、脳卒中、糖尿病では 2～3%で再現性はよかった。家族の性・年齢を考慮し

た定量的評価法を開発し、高校生の動脈指数と家族歴の値との関係をみたところ、有意差

をもってハイリスク高校生が把握でき、従来の評価法より優れていた。


